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登倉 尋実 (奈良女子大 ･家政･被服生
理 )
4) 内因性リズムの同調について
広重 力 (北大 ･医･生理 )
5) サーカディアン･リズムと体温調節反応




















霊 長類 の生 殖 と成 長 ･発達


































































































































































































霊長類 の系統 ･種 分化 ･種 の特性 に













景山 節 (京大 ･霊長研 )
3. フィブリノペプチドの構造からみたマ
カク屑の系統解析
中村 仲 (京大 ･雪長研 )
2) 奥田智子 (東北大 ･抗酸菌研 )
補体および補体リセプターからみた霊長類
の系統関係
3) 篠四友孝 (都立大 ･理 )
免較グロブリンの分子進化
4) 岩井浩一 (m大 ･内分泌研 )
ヒストンの分子進化
5) 田宮Ia雌 (穴北大 ･理 )
蛇招茄白の化学分類
6) 山中郎吐 く阪大 ･理 )
チトクローム慨化酵素の進化学的研究
7) 松原 JA (阪大 ･理 )
フ3Lレドキシンの分子進化







9) 肥後健一 (広島大 ･原医研 )
リポゾーム蛋白の分子進化










































コメント;岩本壮太郎 (近畿大 ･医 )
8) ロコモーションの解析とその意義
岡田守彦 (筑波大 ･体育科学 )
コメント:山口 敏 (国立科学博物館 ･入
獄 )
4) プレ､･ホミニィドのバイペダリズム
石田英夫 (大阪大 ･人間科学 )





































青木 清 く上智大 ･生命研 )
4)行動発現の階層性について
岡本夏木 (京都教育大 )
5) システム工学の立場から
鈴木良次(阪大 ･基礎工 )
5.コメント
神経系の働きを理解するのに,階個性の概念を
通用するのは極めて有効な方法と思われる｡そ.i
で今回は,心理学,医学,生物学,工学の各分野
で使われている階層性の概念,及び具体例を紹介
してもらった｡
机沢氏は神節学々者,ジャクソンにみられる耶
屑性について述べた｡彼の断屑性の概念は進化約
を思想的行跡こ持ち,多彩な神栖学症飲料を統一
原理で説明しようとする学問的な僧正と衣滋をな
す｡神経系の川辺は動物の進化に照合し三段階の
レベルに大別され,その構造はまたlea8tOrgani-
2edからmoBtOrgaJlizedの運動と対応すると考え'
これを迎動のevolutionと看倣し,神経学的症候
は evolveされた運動が,より低次の運動にdi88-
oluteする結果と考えることである｡
大島氏は随意運動の発現 ･遂行に関する氏の年
来の仮説を述べた｡それには,網様体が関与する
時斯,辺縁系が関与する時期,大小脳を主とする
プログラム中枢が朗与する時期があり,随意運動
の発現･遂行は,この三時期が時系列的に関与す
ると考える｡更にこのうち,網様体期の運動野ニ
ューロンの見事な回路図を実験データに基づき提
示した｡
胃木氏は無脊椎動物にみられる行動を解析する
前提としての司令ニューロンの役割を強調し,司
令(cotrmarKl)と呼ばれるものにも,レベルの差
のある串を示した｡具体的にはウロコアリの摂飼
行動,ハエの吻伸展反射,ザリガニの逃避反射な
どであり,これらはレベルの過ったcommndD研
み正ねにより超されると想定する｡
岡本氏は幼児の成艮･発達を取りあげ,発逆心
E!学の観点から関係操作の発達,行動の先週につ
いて述べた｡関係操作の発適については,分頬操
作,組み合せ操作,三段拍法の操作,典合の比較
が年令との関係で説明され,又模倣,摂飼行動,
reaching行垂姫)発現と発達が,同様に年令との関
係でとらえられた･｡
鈴木氏は制御理論で扱う階層システムについて
説明した｡-まず階層構造についての "層"と"階"
の概念想定を行ない,次いで分散制御システムに
おけるハイアラーキ形とネットワーク形の分散制
御システム,コンピュータ言語における階層シス
テム,プロセス･コントロー ルにおける 〟laァer",
エシ3Lロ.ンにおける階層等について詳しい説明を
行なった｡
これら各分野における階層性の概念及び具体例
の説明は,参加者に多大の興味を呼び起し,活発
な論議が行なわれ,同じ題名のもとに次回の研究
会が持たれることとなった｡ (松波 )
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